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 When the theoretical change of K.Marx is argued, generaly we think that the theoretical cutting between early 
Marx and after Marx is important. It is the transference from the alienation theory to the reification theory. Even 
if there are different views on the time of the transference, there is no objection to the difference itself of the 
theoretical construction. 
 However the theoretical cutting is so emphasized that we tend to overlook the  continuation of theoretical 
intrest from early Marx to after Marx. K.Marx had continued the elucidation of subjectivation of things by the 
different theoretical constructions. In this paper, the continuation of Marx's interest is made clear. 
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会 とい う身分制議会が木材と言 う非人間的な物的
な存在を自らの王座にまつ りあげ,自 らの神 とし
ている点を批判 している。私的利害を代表する身
分制議会にとって,木 材 とい う私有財産が物神
(Fetisch)となっている事実を批判す るのであ

























































































































































































































































































な存在(私 有財産,商 品,貨 幣,資本)が なぜ 自
立的な力をもち人間を支配するかを問 うことに,




























てマルクスは,「労働者は,彼 らが富を より多 く
生産すれぼするほど,彼の生産力の範囲が増大す





















































のような姿を とっているかを問 うて,「生産物 が
属 しているのは自然でも神でもな く人間自身にほ
かならない」㈲ と結論づけている。すなわち,生
産物 と労働者,私 有財産(資 本)と 労働者の関係
は,現実的には私的所有者 と労働者,資本家 と労
働者 との支配関係 として現れると考えられている。
労働者が失った,対 象化 され,外化 され,疎外さ
れた労働である生産物を享受する人格 として私的
所有者と資本家がとらえられる。 こうして私有財














幣な どの 「非 人間的な力」㈱(unmenschliche
Macht)による人間支配なのである。「非人間的な
力」による人間支配は,「ミル評註」において,私
有財産の交換(=相 互外化)を 通 して,価 値 ・貨















求めている。伽 マルクスは,共 同的本質を,そ の
本質を発揮することによって,「個 々の個人に対
立する抽象的 ・普遍的な力では決 してな く,それ
自身固有の本質であ り,彼自身の生活,彼 自身の
富 で あ る よ うな社 会 的組 織(geselschaftlich
Wesen)を産出する」四 ことに見出している。そ













を喪失 した人間を支配 している事態を,共 同的本
質の疎外と私有財産の相互外化から解明していく
のである。
























表する限 りとな り,私有財産 と貨幣 との本源的関
係は転倒 している,と マルクスは論ずる,私有財
産の価値は,貨 幣に外化されているわけである。
ただし,この時に貨幣とは,金 や銀 ・紙 といっ
た物質的定在としてとらえられるのではなく,私












に関係 しあ うのではない。それゆえ,私 有財産
は,そ の本質である人間的所有 ・人格的所有とい

































品)に 転化す ることは必然的であ り,したがっ



































把握 しよ うと試みていると考 えてよいだろ う。
(すでに私有財産が対象化された労働 として把握





















































解放 では不十分であ り,市 民社会 そのものか ら
の解放 を必要 とす ると主張す るので ある。(引
用 は,K.Marx,1884a,S.370,邦訳53頁か ら)。
(3)ドイ ツ語 でユダヤ教を意味す るJudentum
は,「商売」 とい う派生的 な意味 を も って い る
とい う。 マク レランは,こ の意味が 「ユダヤ人




(5)マル クスの思想におけ る社 会的 ・経済的疎外
論 への,あ るいは唯物論的社会観への転 回は,
「ユダヤ人 問題に よせて」 と 「ヘーゲル法哲学
批判序説」 の二論文を含む 『独仏年誌』 におい ・





の分類 に従 って 「労賃」 「資本の利潤」 「地代」
の三つの欄に分かれている。 マルクスの草稿に
おいては,こ の三つの欄は,一 枚 の紙が縦線に
よって区切 られ,左 か ら 「労賃」 「資本 の利潤」
「地代」の順に書かれている とい う。一般のテ
キス トでは,そ れを再現で きないため に左か ら
順 に載せ られている。 しか し,N.1.ラ ーピ
ンなどの研究に よ り,マ ル クスの執筆は,基 本
的には 「資本の利潤」 → 厂地代」→ 「労賃」 の
順で進め られた ことが明 らかになってい る。そ
の順序は,は じめに資 本家 の立場か ら明 らかに
された市民社会の経済 的諸原理 を国民経済学に









⑬ マル クスは,後 期 にいたるまで,資 本主義的
生産様式 の普遍化 した社会 の特徴 の一つを,人
格的関係か ら非人格 的な関係へ の転化に見出 し
ていた と考え られる。 『ドイ ツ ・イデオ ロギー』
においては,分 業の発達 に ともなって生産の場
での身分的な関係 が,貨 幣関係 に解消 され ると
みてい る。『資本論』に おいて も,中 世 では人 と
人 との社会的関係 は物 と物 との社会的関係に変






⑭ 『経哲草稿』 で の対 象化(Vergegenstantli-
chung),外化(Entauf3erung),疎外(Entfr-
emdung)の関係につ いては多様 な解 釈がみ ら
れ る。た とえば,藤 野渉(1967)は,疎外概念の
肯定的側面を強調 し,対 象化 ・外化 ・疎外は同
一の意味を表す としている。 しか し,r経 哲 草
稿』や 「ミル評註」 を読 む限 りでは,疎 外は特
に人間 とその産 出物 との対立的 な関係を生む契
機 と して否定 的なニ ュア ンスで用 いられてい る










⑳ 「ミル評註Jの 位置 につ いて,N.1.ラ ー
ピンな どの文献考証 の結果,「 ミル評註」は 『経
哲草稿』第一草稿 と第二草稿 の間に書かれた も
の と推定 されている。す なわ ち,「疎外 され た
労働」断片に続 いて書 かれ たものと推定 されて
い る。cf.N,1.Lapin,1962。
㈱ 似 田貝香門(1972)は,『経哲草稿』第一草稿
と 「ミル評註」 の間に主体概念 の転回を見出 し
てい る。す なわ ち,類 的本質(Gattungswesen)
か ら共同的本質(Gemeinwesen)への転 回で あ
る。共同的本 質を前提 とす ることによって,そ





㈱ 「ミル評註」 において,考 察の対象が階級関
32 研 究 報 告1988年 第4号
係論的地平か ら商品関係論 的地平へ,直 接的労
働過程か ら商品交換 関係へ移行 した とされ てい
る。私有財産の交換や その関係か ら価値 を引 き
出 し,そ の担 い手 として貨 幣を とらえ る議 論
は,『経済学批判』(1859)や『資本論』(1867)
の価値形態論 へ とつ ながるものであろ う。
(33)K.Marx,1844d,S。446-7,邦訳365頁。
Gのibid.,S,455,邦訳374頁。
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